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1月号の主な掲載記事
☑箟岳山から望む黄金に輝く雲海 � 　表紙

☑新年のご挨拶 � 　P. 2

☑特集「おいしいだけじゃない
　　　　わくやの学校給食」　� 　P. 4



年頭のあいさつ
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
運
営
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
で
猛
威
を
振

る
い
、
涌
谷
町
内
に
お
い
て
も
感
染
者
が
発
生
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
涌
谷
町
内
の
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
が
一
丸

と
な
っ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
積
極
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
受
け
い
た

だ
き
ま
し
た
。
結
果
、
12
月
８
日
現
在
で
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
は
約
89
％
と
な
り
、
感
染
拡
大
の
大
波
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

完
全
終
息
に
向
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
の
接
種
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
に
は
引
き
続
き
高
い
緊
張
感
を
持
っ

て
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
町
の
予
算
編
成
は
、
平
成
31
年
１
月
に
発
令
さ

れ
た
財
政
非
常
事
態
宣
言
を
受
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の

も
と
財
政
再
建
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
の
予
算
編
成
で
あ

り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
も
、
将
来

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
に
、
ま
た

少
し
で
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
を
多
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
懸
命
の
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
に
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
病
院
事
業

に
お
き
ま
し
て
は
、
医
療
現
場
や
病
院
関
係
者
全
員
の
日
々
の
努

力
に
加
え
て
、
医
療
、
財
務
、
行
政
の
各
分
野
に
お
け
る
外
部
有

識
者
に
よ
る
「
町
財
政
及
び
病
院
事
業
に
係
る
有
識
者
会
議
」
で

の
ご
意
見
を
参
考
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
け
る
よ
う
な
病
院
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
涌
谷
町
で
は
第
五
次
総
合
計
画
の
後
期
計
画
を
策
定
中

こ
の
町
の
明
る
い
未
来
を

　
　
　
　
　
　
　

実
現
す
る
た
め
の
町
づ
く
り



2022 謹賀
新年

で
あ
り
ま
す
が
、
前
期
計
画
の
成
果
な
ど
を
充
分
に
検
証
し
財
政

再
建
計
画
を
基
軸
と
し
て
、
確
か
な
町
の
未
来
に
続
く
た
め
の
計

画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、「
わ

く
や
交
流
推
進
」・「
定
住
・
移
住
促
進
」・「
協
働
ま
ち
づ
く
り
の

進
展
」
の
３
つ
の
町
づ
く
り
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に
し

て
、
日
本
初
の
産
金
の
地
・
涌
谷
に
ち
な
ん
だ
高
機
能
性
玄
米
食

専
用
米
「
金
の
い
ぶ
き
」
の
増
産
を
は
じ
め
と
し
た
「
涌
谷
ブ
ラ

ン
ド
」
の
構
築
や
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
宮
城
県
涌
谷
町
、

南
三
陸
町
、
気
仙
沼
市
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
平
泉
町
の
２
市

３
町
で
構
成
す
る
金
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ

Ｌ
Ｄ
浪
漫
」
な
ど
に
よ
る
観
光
産
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
、
わ
く

や
天
平
の
湯
の
隣
に
進
出
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
丘
保
育
所
」
の
新

設
な
ど
を
活
か
し
た
若
い
世
帯
へ
の
定
住
支
援
や
子
育
て
支
援
の

な
お
一
層
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
現
在
４
人
が
都
市
部
か
ら
移
住

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
町
お
こ
し
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
２
ヵ
年
に
わ

た
り
中
止
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
わ
く
や
桜
ま
つ
り
」
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
の
元
と
な
る
行
事
に
つ
い
て
も
、
国
内
や

県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
鑑
み
な
が

ら
再
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
町
内
外
の
人
達
と
の
人
的
交
流
を

促
し
、
経
済
や
産
業
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
停
滞
す
る
現
状
か

ら
の
脱
却
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

涌
谷
町
は
今
年
、
５
ヵ
年
の
財
政
再
建
計
画
実
施
期
間
中
の
中

で
４
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
真
価
を
問
わ
れ
る
一
年

と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
直
面
す
る
一
つ
一
つ
の
課
題
に

真
摯
に
全
力
で
取
り
組
み
、
少
し
で
も
涌
谷
町
に
明
る
さ
を
取
り

戻
す
よ
う
に
努
め
、
未
来
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
な
お
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
こ
そ
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
希
望

あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
の
ご
祈

念
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

涌
谷
町
長　

遠
藤　

釈
雄



　
涌
谷
町
の
学
校
給
食
は
、
涌

谷
公
民
館
北
側
に
平
成
13
年
に

整
備
さ
れ
た
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
、
町
内
す
べ
て
の
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
・
教
職
員

用
に
年
間
約
１
８
０
日
分
を
調

理
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
涌
谷
第
一

小
学
校
を
中
心
に
、
月
２
回
ほ

ど
栄
養
教
諭
が
、
そ
の
日
提
供

す
る
給
食
を
教
材
と
し
て
、
涌

谷
町
の
特
産
食
材
の
紹
介
や
日

本
の
伝
統
食
・
行
事
食
、
理
想

的
な
咀そ

嚼し
ゃ
く

回
数
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
食
育
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
11
月
の
食
育
月
間
に
は
、

涌
谷
町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
金
の

い
ぶ
き
」
と
宮
城
県
の
ブ
ラ
ン

ド
魚
「
銀
鮭
」
を
使
っ
た
給
食

や
「
い
い
和
食
の
日
」
に
ち
な

ん
だ
和
食
の
給
食
を
提
供
し
ま

し
た
。

　
涌
谷
町
の
学
校
給
食
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
に
、
地
産
地
消

率
の
高
さ
が
あ
り
ま
す
。
米
飯

は
す
べ
て
涌
谷
町
産
の
環
境
保

全
米
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
全
体
で
令
和

３
年
度（
６
月
・
11
月
）は
平
均

で
48
％（
全
国
の
目
標
値
は
30
％

以
上
）で
、
野
菜
に
限
れ
ば
食
育

月
間
の
11
月
は
地
産
地
消
率
が

75
％
を
超
え
、
４
月
か
ら
11
月

ま
で
使
用
し
た
野
菜
は
６
８
６

０
㎏
に
及
び
ま
す
。
涌
谷
町
の

主
要
産
業
の
農
業
が
豊
か
な
学

校
給
食
を
支
え
て
い
ま
す
。

《写真解説》
①③11月24日「いい和食の
日」にちなんだ「和食給食」。
大量の鰹

かつお

節
ぶ し

と昆布でとった
黄金の出汁を味わう本格す
まし汁②涌谷町産「金のい
ぶき」と宮城県産「銀

ぎん

鮭
ざけ

」
で地産地消を味わう「金・
銀給食」④「金のいぶき」
の給食を教材として食育を
実践

　昭和42年から始まった涌谷町の学校給食センターによ
る完全給食。
　単に食事の提供だけではなく、給食を教材とした健全
な食生活・食習慣の学習や食材・生産者に感謝する精神
の醸成、地域の伝統的な食文化への理解深耕などを実践
する涌谷町の学校給食を紹介します。

だ　  　しだ　  　し

①

③④

②
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学
校
給
食
で
使
わ
れ
る
地
場

産
野
菜
を
生
産
し
納
入
す
る

「
わ
く
や
産
直
セ
ン
タ
ー
黄
金

の
郷
」。
産
直
セ
ン
タ
ー
の
方

針
と
し
て
、
安
全
・
安
心
を
第

一
に
、
病
気
や
害
虫
を
駆
除
す

る
た
め
の
消
毒
薬
は
極
力
使
用

し
な
い
減
農
薬
栽
培
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
納
入
さ
れ
る
野
菜

は
、
朝
採
り
さ
れ
て
い
る
た
め
、

市
場
経
由
の
野
菜
に
比
べ
て
鮮

度
は
抜
群
で
す
。

　
産
直
会
員
の
生
産
者
の
藤
田

さ
ん
は
、
堆
肥
で
ほ
場
の
地
力

を
つ
け
さ
せ
、
追
肥
も
し
っ
か

り
と
行
う
基
本
に
忠
実
で
丁
寧

な
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
ね
ぎ
や

白
菜
、
大
根
な
ど
を
納
入
し
て

い
ま
す
。
藤
田
さ
ん
は
給
食
へ

の
納
入
に
あ
た
り
、「
中
学
校

に
通
う
孫
が
、『
今
日
の
給
食
、

お
い
し
か
っ
た
よ
』
と
学
校
か

ら
帰
っ
て
き
て
話
し
て
く
れ
る

の
が
、
野
菜
づ
く
り
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
で
創
業

１
０
０
年
を
迎
え
た
涌
谷
町
字

本
町
に
あ
る
砂い

さ

ご金
精
肉
店
。
昭

和
42
年
に
涌
谷
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
以
来
、
地

元
精
肉
店
と
し
て
肉
類
を
納
入

し
続
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
に
は
、
公
益
社
団

法
人
日
本
食
品
衛
生
協
会
の

「
食
の
安
心
・
安
全
・
五
つ
星

店
」
と
し
て
Ｈは

さ

っ

ぷ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
・
衛

生
管
理
を
実
践
す
る
お
店
と
し

て
、
宮
城
県
第
一
号
の
認
証
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
り
扱
う
肉
に
も
こ

だ
わ
り
ま
す
。
豚
肉
は
健
康
な

豚
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
Ｓ

Ｐ
Ｆ
ポ
ー
ク
を
、
鶏
肉
は
涌
谷

町
へ
の
進
出
が
決
定
し
て
い
る

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ム
フ
ー

ズ
の
銘
柄
鶏
「
森
林
ど
り
」（
宮

城
県
産
）を
使
用
し
ま
す
。

　
そ
の
食
の
安
全
性
へ
の
配
慮

や
品
質
の
高
さ
は
、
栄
養
教
諭

や
調
理
員
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、

口
コ
ミ
で
広
が
り
、
美
里
町
や

大
崎
市
の
小
・
中
学
校
に
も
食

肉
を
納
入
し
て
い
ま
す
。

豊かな食は、豊かな人づくりの基礎の一つ。
涌谷町の学校給食は、これからも郷土を支える人
づくりを担ってまいります。

く が ねく が ね

　毎日の学校給食を安定して子どもたちに提供で
きるように、安全・安心に細心の注意を払いなが
ら食材の栽培や仕入れ・加工にひたむきに向き合
う事業者の皆さんを紹介します。



コロナ禍での災害発生を想定して
涌谷町総合防災訓練を実施しました
　11月27日（土）に、涌谷第一小学校で、コロナ禍で
の水害を想定した「令和3年度涌谷町総合防災訓練」
を実施しました。
　涌谷町役場で災害対策本部（訓練）を設置したことを
皮切りに、防災無線とエリアメールを配信し、涌谷第
一小学校を水害時の避難所としている4区・6区・7区・
八雲区の住民の皆さんを対象にした避難訓練を実施し
ました。
　避難所の受付では、防護服を着た職員による体温測
定や飛

ひ

沫
まつ

飛散防止シートを設置するなど、コロナ禍で
の対応を確認しました。
　その他に、遠田消防署によるコロナ禍に対応した心
肺蘇

そ

生
せい

法の講習やNPO法人防災士会みやぎの吉目木
防災士と高橋防災士による水害時における涌谷町での
避難行動や避難所開設について講話が行われました。
　その後、災害伝言ダイヤル「171」や災害対応自動
販売機の体験、心肺蘇生法と各避難所に配備されてい
る段ボールベッド・目隠しパーテーションの組み立て
の実技講習が行われ、参加者一同、災害への心構えを
高めました。
　涌谷町では、来年度以降も各地域を持ち回りで総合
防災訓練を実施し、防災力の向上を図ってまいります。

宮城県“みやぎの現場”訪問事業
村井嘉浩知事が涌谷町の現場を訪問
　12月1日（水）に、宮城県知事の村井嘉浩知事が宮城
県内各地にある先進的な取り組みを行う企業を視察す
るみやぎの現場訪問事業が実施され、涌谷町を訪問さ
れました。
　涌谷町の訪問先企業は、令和3年3月に涌谷町字小谷
地に小ネギ・青ネギ・白ネギなどのカット工場を新設
させた有限会社氏家農場でした。氏家農場が取り組む
六次産業や雇用の創出、先進的な加工設備が整った工
場などについて懇談し視察されていきました。

第1回おおさき小中学生自由研究チャレンジ
鎌田奈

な

那
な

さんが優秀賞を受賞
　涌谷第一小学校6年生の鎌田奈那さんが、第1回おお
さき小中学生自由研究チャレンジにおいて、今年の夏
休みに取り組んだ自由研究「おひさまパワー（2）～未
来へつながる発電システム」で優秀賞を受賞しました。
　自宅の太陽光発電がどのくらい発電しているのかと
いうことに疑問を持ち、調べてみたいと思ったことが
きっかけとなり、小学校生活最後の夏休みの挑戦とし
て初めて自由研究に取り組み、今回の受賞となりまし
た。
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月将館小学校を地域ぐるみで支援
月将館小学校応援隊が活躍中
　月将館小学校において、東地区の老人クラブや民生
委員、行政区長、有志の皆さん約100人が携わる月将
館小学校応援隊が活躍しています。
　当初は、コロナ禍における校内の消毒作業から始
まった活動ですが、現在では、学校敷地内の植木の剪

せん

定
て い

や家庭科の学習では児童のミシンの操作、調理実習
の補助、図工ではノコギリの使い方の学習補助などを
行っています。応援隊の皆さんが持つ技術に応じて支
援しています。

第20回みやぎふるさとCM大賞
県制150周年賞を受賞しました
　12月4日（土）に、第20回みやぎふるさとCM大賞の
審査会が開かれ、涌谷町産ブランド米「金のいぶき」
をテーマにした「だけじゃないGoldenRice!!」を出
品し、県制150周年賞を受賞しました。「金のいぶき」
の栽培に取り組む箟岳白山小学校の児童の皆さんと涌
谷町地域おこし協力隊のクリス隊員が出演し、魅力を
伝えています。審査会の様子は、1月3日（月）16時か
ら東日本放送で放送されます。また、CM作品は、涌
谷町のYouTubeチャンネルからも視聴できます。

宝くじ社会貢献広報事業
9の1区自治会が助成を受けました
　9の1区自治会が、地域コミュニティの継続的かつ円
滑な活動を行うため、一般財団法人自治総合センター
「宝くじ社会貢献広報事業」を活用し備品を購入しま
した。
　今回購入した備品などで、集会所「やすらぎ荘」の
環境を整備することができました。地域のおまつりな
どのイベントでも多方面で活用することで、今後の若
い世代との交流を促進させ、より一層充実した地域コ
ミュニティの活動が期待されます。

芸術に彩られた涌谷の秋
第45回町民文化祭が開催されました
　11月2日（火）3日（水）の2日間に、涌谷公民館におい
て2年ぶりの町民文化祭が開催されました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染防止対策として、
展示のみの開催となりましたが、会場内には、所狭し
と涌谷町内の文化芸術団体・個人のすばらしい作品の
数々が展示され、会場を彩りました。今年度初めて、
古式獅

し

子
し

舞
ま い

保存会の獅子頭や生
いく

田
た

流
りゅう

筝
そ う

曲
きょく

繍
しゅう

園
え ん

会
か い

の琴の
展示もあり、訪れた人々は興味深そうに見入っていま
した。
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